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今、教育に問われていること 

中央教育審議会初等中等教育分科会 岩本 悠 

 

新型コロナウィルス感染症により亡くなられた方々、苦しんでおられる方々、そのご家族お

よび関係者の方々、そして不安とともに辛い日々を過ごされているすべての皆さまに謹んで

お見舞い申しあげます。 

また、各地で治療や感染予防のために尽力されている方々、子どもたちの安全と学習機会を

守るために奮闘されている教育関係者および保護者、地域の皆さまに心からの敬意を表しま

すとともに、困難な状況のなかで頑張っているすべての子どもたちに心からエールを贈りた

いと思います。  

このコロナ禍において、多くの学校現場の方たちとの試行錯誤から学ばせて頂いたこと、問

われていることをここに共有し、更なる対話とこれからの行動を共に考える一つの機会にで

きましたら幸いです。 

 

〇コロナ禍が投げかける問い 

コロナ禍は、私たちに多くの深い問いを投げかけてきます。その問いにより私たちは、今ま

で無意識・無自覚だったことに日々気づかされています。そのなかの一つは、学校の価値で

す。休校になり、当たり前だった日常が失われたことで、そもそも学校は何を担い、何を守

り、何を育んでいたのかが、改めて顕在化してきました。学校は狭い意味での「教育」に留

まらない「福祉」的な価値（例えば健康的な生活リズム、子どもの安全な居場所等）も担っ

ていることが如実に浮き彫りになってきたと感じています。 

また、私が参加させて頂いている中央教育審議会の初等中等教育分科会では、これからのVU

CA（変動性・不確実性・複雑性・不透明性が高い状態）と呼ばれるような「予測不可能な未

来社会」を自立的に生きる力を育むための今後の教育の在り方について議論をしていたとこ

ろでした。今、コロナ禍によってVUCAな状態に日本全体が陥ったことで、予測不可能な社会

を真に自立的に生き、社会の形成に参画するための資質・能力とは何か、という切実な問い

が、私たち全国民に投げかけられていると思います。 

言い換えれば、この状況下で自立的に生き、自分たちの暮らしや地域や社会を守り創るため

に発揮される資質・能力こそ、これからの時代の初等中等教育で育むべき資質・能力と言え

るかもしれません。また、その解（資質・能力）についても抽象論や理想論が一方的に伝達

されるのではなく、日本全体で具体的な共通体験を通してその解を探究し、体感を伴った対

話を通して目指すべき資質・能力が深く社会に共有されていく機会だとも感じています。 
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〇社会全体での総合的な探究の機会 

学びの在り方や具体的な方法についても、転換の機会になると感じています。私は学校や地

域において、プロジェクト学習や課題発見解決型学習などと呼ばれる探究的な学びを支援・

提供してきました。これは、唯一絶対の正解がないなかで、何が課題か、どう解決していけ

るのかを、自ら考え、多様な人たちと協働しながら取り組んでいく探究学習です。今のコロ

ナ禍において、世界の誰も正解を知らない、答えが分からない状況のなかでは、「大人＝知

っている人・教える人」「子ども＝知らない人・教えてもらう人」という構図自体も変わり

ます。 

今は大人も子どもも誰もが共に考え、判断し、行動することが求められる、まさに社会総が

かりでの「総合的な探究の時間」です。この機会を通して、「探究」という学びのあり方の

価値や必要性、課題や可能性などが社会全体に共有される起点になるのではないかと考えて

います。また、こうした時だからこそ、教育現場で今まで培ってきた探究の知見や力が、社

会に活かされる機会だとも思っています。 

  

〇未来社会に開かれる機会 

これまで日本の学校教育においてICTや先端技術の活用はあまり進んではいませんでした

が、コロナ禍により学びのオンライン化・デジタル化は飛躍的に進むでしょう。オンライン

やデジタルツールの活用は、学校にとって（最初は不安や負担、混乱が少なからずあるとは

思いますが）、大きなチャンスにもなると捉えています。うまくオンラインやデジタル技術

を活用できるようになれば、多様な子ども一人ひとりに応じて個別最適化された質の高い学

びを今まで以上に提供できるようになります。 

地域における暮らしや仕事においても同じようなことがいえると思います。オンライン対応

ができるようになれば、今まで都会に集中していた人・モノ・情報・サービス等に場所を問

わず平等にアクセスできるようになります（例えば、遠隔診療、遠隔教育等）。集積と規模

による効率性や便利さといった都会の優位性（それに伴う都市の過密と地方との格差）がオ

ンラインによって解消され、地方創生が進む可能性もあると感じています。 

 

〇高まるリアルな地域社会の価値 

一方で、デジタル化やオンライン化が進めば進むほど、リアルの価値が高まるでしょう。情

報の共有やコミュニケーションはオンラインでも可能ですが、五感で感じられる、実態や手

触り感のあるもの・ことや体験（例えば、今の私の身の周りでいえば、田植え、山菜採り、

釣り、畑仕事、園芸、工芸など）はオンラインでは得られません。そして、こうした自然や

文化といったリアルを色濃く有しているのが、地域社会です。ＩＣＴや先端技術を活用し、

未来社会に教育を開くと同時に、リアルな教育資源に溢れる地域社会に教育を開き、オーセ

ンティックな（真正な）体験や学びを取り込むことで、ＡＩ時代を生き抜く、豊かな感性や

創造性、人間性が育まれます。 
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これは、私たちが取り組んできた地域留学や地域を舞台にしたプロジェクト学習などにおい

ても言えることです。地域社会のなかに存在する、五感で感じられる、本物でリアルなもの

との関わり、体感を大切にしながら、新たな知識や情報はオンラインも活用して豊かに学べ

る学習機会。地域社会のリアルで真正な課題を、データや科学、工学、先端技術などを活用

しながら解決に取り組むSTEAM型のプロジェクト学習など、オンラインとリアルの両方を活

かしつなぎながら、予測不可能な未来もたくましく幸せに生きる力を身につけていく教育。

これは、現場の方々とともに目指していきたいこれからの教育の一つの姿です。 

  

〇一歩先を見据えて手をうつこと 

私が10年ほど関わらせていただいた島根県立隠岐島前高校の魅力化プロジェクトは、地域唯

一の高校の廃校という学校と地域の‘危機’からはじまりました。学校と地域の存続の危機

にあたって、目の前の「存続」を目標とするのではなく、「魅力化」という旗を掲げまし

た。生徒が「学びたい」、保護者も「通わせたい」、地域の人も「協働したい」、教職員も

「働きたい」と思う魅力ある学校をつくることを目指しました。結果として、全国からも生

徒が集まる学校となり、危機を乗り越えられたのは、存続を目標にしていたら生まれなかっ

た発想や視点があったからこそだと思います。 

空手の板割りでは、目の前の板を割ろうと、板を目標に打つと割れないのだけど、板の先を

見据えてまっすぐ打つと、板が割れているということを学び、魅力化と同じだと思ったこと

があります。今回のコロナ禍でも、目の前だけを見ていると、翻弄され疲弊します。目の前

の危機とリスクだけでなく、その先にある希望とチャンスも見据えて、手をうつことが大切

だと思っています。 

 

〇何を守るために戦うのか 

僭越ですが、今のコロナ禍において私が最優先にしている価値観は、子どもたち及び子ども

や教育に関わる方たちの【Will-being】の確保です。Will-beingとは、身体的・精神的及び

社会的に健康（Well-being）で、よりよい未来へ向かう意志・意欲（Will）を有している状

態のことです。生命力にあふれている状態、いきいきと命が輝いている状態、免疫力が高い

状態ともいえるかもしれません。そのうえで、子どもたちの学習機会を最大限確保すること

を目指しています。人間は心身及び社会的な健康や安全が脅かされると、自己防衛本能が働

き攻撃性が高まりやすくなります。一方、自分の心身や社会的な健康が確保できる状態であ

れば、平時よりも利他心や社会貢献意欲も高まり、利他的な行動や自発的な社会貢献行動が

起きやすくなります。これを機に、自分を大切にしながら、人のため、社会のためにも考え

動くことができる人が一人でも多く育っていくことを願っています。 

艱難汝を玉にす。有事は人を強くす。危機は、人を大きく成長させ、人と人、コミュニティ

や社会の絆を結びなおす機会です。分断や格差を助長するのではなく、このコロナ禍を、子

どもたちをはじめ教育現場が社会と共により強くしなやかに成長する機会にできるよう、微

力ではありますが私も全力で努めます。 
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〇今、これから必要なこと 

そのうえで、今は学校や教育行政だけですべてを解決することは困難な状況であります。多

様な子どもを誰一人取り残さないためには、今こそ学校が地域社会と連携・協働し、多様な

専門職等も含めたチーム学校として、どんな家庭の子どもであっても、どんな地域に生まれ

ても、障害の有無や国籍などにも関係なく、すべての子どもが社会とつながり（包摂され）

守られ、それぞれに必要な学びを確保できるようにすることが必要です。 

そして、休校により本当に限られた時間のなかで育てたい資質・能力を育むために、教科横

断的な視点で教育内容を組織的に再配列し、必要な人的・物的資源等を地域等の外部の資源

も含めて活用しながら効果的に組み合わせる「カリキュラム・マネジメント」が、今こそす

べての学校で必要です。ICTの活用は、こうした社会に開かれた教育課程やカリキュラム・

マネジメントにおけるあくまで一つの、そして重要かつ有効な「手段」です。 

文部科学省や学校設置者など学校現場を支える皆さまには、今までのご尽力に深く感謝申し

あげますとともに、今まで以上に、学校現場が子どもたちのために力を発揮できるよう、産

業界をはじめ地域・社会の多様な主体と協働し、情報機器をはじめとした物的資源と現場を

支えるための多様な人的資源を充分に確保するとともに、現場の創意工夫をできる限り可能

とする柔軟な制度支援、現場の教職員の視点に立った分かりやすい情報支援、そして、一斉

一律だけでなく多様な現場の実態に寄り添う個別最適化された伴走支援を、子どもファース

ト・現場ファーストで迅速に行って頂けますよう、心から、切にお願い申しあげます。 


